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脳症及び H E L L P 症候群 と考えら れた . H E L L P 症

候群の治療は帝王切 開と言 われて い る が, 私生児

の た め 息者さん が周囲に妊娠 を秘密に して い た ,

当院には産婦人科 も小児科もなか っ た, 当日は緊

急手 術が あ っ た た め に妊娠中毒症 に伴う高血圧

性脳症 と考え確定診断に到らず, 血圧 コ ン ト ロ
ー

ル で経 過観察 と して しま っ た等 の 数 々 の 問題 が

あ っ た が, 子病後の早産 により, 臨床症状及び血

液検査所 見, M RI 所見 の 劇的改 善 ( r e v e r sibl e

p o st e ri o r l e u k o e n c e p b al o p atb y) がみ られ た .

今回 は早産 した た め 帝王切 開 と同 じ効果 で 自

然治癒に近 い経過をた どり, 幸運で あ っ た と しか

言 い様が ない症例で あ っ たが , 脳外科 医と して妊

娠中毒症, 高血圧性脳症 の診察にあた っ て は鑑別

診断に H E L L P 症候群 を常に念頭 に置く べ きであ

る事を痛感し反省を込 め, 興味深い M RI 所見, 血

液検査所見と とも に文献的考察を加 え発表した .
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心肺停止 にと もなう蘇生後脳症 の病態 は
一

過

性の 全脳虚血侵襲によ るもの で あ るが
,
それ に伴

う神経細胞壊死 は循環停止時間, 低酸素侵襲, 細

胞脆弱性などに影響を受け, 空 間的 ･ 時間的 に変

化する . また 蘇生後脳症 の治療を行 なう上 で は ,

早期に 神経細胞 の 状態 を把握 する事が 重要で あ

る . そ こで
, 心肺停止患者の 神経細胞壊死 の病態

を解明する た め , 急性期 か ら慢性期 に M RI 検査

とく に拡散強調画像 ( D W I) , M R S p e c t r o s c o p y

( M R S) を行な っ た . その 結果, 虚 血侵襲の程度

によ り急性期 D W I の 高信号領域 は様々 で あり,

時間経過 とと もに拡大 した . また皮質や 基底核領

域で の M R S 解析で は, 心拍再開早期 の I J a C 上昇

は 軽度 か ら中等度 で あ り各 領域に よ る ピ
ー

ク差

が存在した が, 時間経過とともに I. a c の 上昇は高

度 とな っ た .
こ れらの 事か ら全脳虚血侵襲に おけ

る神経細胞壊死 には, 時間的, 空 間的過程 が混在

して い る と考えられ た .

8 2 　 て ん か ん 重 積 症 で 発 症 し ， M R I 上 c o r t i c a l

l a m i n a r  n e c r o s i s （ C L N ） を 呈 し た 3 例 の

検討
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【目的】 C o rti c al l a m i n a r n e c r o si s ( C L N) は ,

M RI の T l 強調像 (T I W I) で 大脳皮質を縁取 る

ように高信号域を示 す. 脳虚血 との 関連が知 られ

るが , て ん かん における報告は少ない . て ん かん

垂 積症 で 発症 し, C L N を呈 した 3 例を経験 し た

の で報告する .

〔症例 1〕 67 歳, 女性. 1 6 年前に左被殻出血で

関頭血腫除去術を受く . 右上下肢か ら始まる てん

か ん垂積症で 入院. 25 病日の M RI は , 左前頭菓

か ら 頭項菓 に か けて T I W I で C L N , T 2 強調 像

( T 2 W I) で は自質高信号域を示 した . 3 0 病 日の

脳血 管撮影で は左前および後頭項動脈 の 描出は

不良. 以前の A D L ･ で退院.

〔症例 2〕 74 歳, 男性. 既往に高血圧症, 慢性腎

不全 . 意識障害および左上下肢か ら始まる てん か

ん垂 積で発症 . C T で は右側頭葉皮質下 に 出血 .

1 8 病 日 M RI で は, 右前頭葉か ら側頭葉および左

前頭菓に か け T I W I で は C L N , T 2 W I で は自質

高信号域を示 し た . M R A で は主要血管の 異常 を

認め なか っ た .

〔症例 3〕 74 歳, 男性 . 既往に心房純臥 右上下

肢か ら始まる て んか ん垂積で 発症 . 発作後も, 右

片麻痔と なる . 1 4 病日 M R I で は, 左前頭築か ら

側頭 葉にか け T I W I で は C L N , T 2 W I で は白質

高信号域を示 した . M R A で は左中大脳動脈の 閉

塞 を認め た . 肺炎の た め に 47 病日に死亡 .

【結語】 C L N の 発現 に, て ん か ん垂積症ま た は

脳虚血 の 関与が考えられた . C L N は
,
て ん か ん垂

積症 に おけ る特徴的 な M R I 所見 の
一

つ と考え ら

れた .


